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1 はじめに

シネンシス系デルフィニウムはその草姿から主にアレンジ

メント向けの切り花として近年生産が伸びている品日である。

本系統には花色や花型の変異が多く見られ,現在市販され

ている品種についても生産現場からの変異体を品種化した

ものが多い。このように変異体を品種化するにあたつては栄

養繁殖,特に組織培養による大量増殖法を利用するのが非

常に有効であるが,デルフィニウムの組織培養による増殖法

に関しては,エラータム系及びベラドンナ系の品種において

報告があるものの
D υシネンシス系に関しては未だ報告がな

い。

そこで,本試験においてシネンシス系品種 `マ リンブルー '

及びその選抜品種である`ハイランドブルー 'を用いて組織

培姜による増殖法を検討したところ,一連の手法が確立でき

たので報告する。

2 試験方法

(1)初代培養

初代培養における培地中の窒素成分,固化剤の種類と濃

度及び植物ホルモンの影響について検討した。`マリンブル

ー '及 び `ハイランドブルー 'の市販種子を無菌は種し作成し

た無菌植物から,茎頂部を葉原基 1～ 2枚つけた状態 (φ 03

～0 5mm)で摘出し,1容器 (培地10mDあ たり1茎頂の密度で

初代培地に置床した。20℃ ,60μmol m 2s・ ,16時間照明下で

培養した。4週間後,再生シュートの状態,シュート長,葉数 ,

発根の有無について調査した。1区あたり20または30株供試

した。

(2)増殖培養

増殖培養における培地中のBA濃度,糖及び基本塩基組

成の影響について検討した。前記(1)にて得られた `ハイラン

ドプルー 'の 再生シュート由来の培菱植物を材料に用いた。

シュートの葉を基部から5mm程度の高さで切除し,1株あたり

シュート2本に調整し,1容器 (培地50m)あたり5株の密度で

増殖培地に置床した。20℃ ,60μmol m・ s・ ,16時間照明下で

培養した。4週 間毎にシュート数を調査し継代培養した。継

代培養は5回行い,合計20週 間培養した。また,最大シュー

ト長を16及び20週 間経過時に調査した。1区あたり20株供試

した。

(3)発 根培養

発根培養における培地中のsucrose濃度の影響について

検討した。前記(2)の 手法を用いて増殖した `マリンブルー '

の培養植物を材料に用いた。シュートを1本ずつに分害1し葉

をすべて切除し,1容器 (培地50m》 あたり5株の密度で発根

培地に置床した。20℃ ,60μmol mつ s・ ,16時間照明下で培養

した。6週 間後,発根率,根数,最大根長を調査した。1区あ

たり100株 供試した。

3 試験結果及び考察

(1)初代培姜

初代培地の窒素成分から硝酸アンモニウムを除いたとこ

ろ,再生シュートの水浸状化の抑制とともに正常再生率の向

上が認 められた(表 1)。 さらに固化剤の濃度を高く(6g/1

Celnteまたは12g/1 agarlし たところ,水浸状化が認められなく

なった一方で枯死率が高くなり,かえつて正常再生率が低下

した(表 2)。 しかし,0 02mg/1の BAを培地に添加したところ枯

死率の低下が認められ,3g/1の Cdnteを 用いた場合と同水

準もしくはそれ以上の正常再生率が認められた。

以上の結果から,初代培地はMSの組成からアンモニア態

空素を除き6gハのGdnte及び0 02mg力のBAを添加するのが

最適と考えられた。

(2)増殖培養

増殖培地に添加するBA濃度の影響は,増殖率に関して

は有意差は認められなかったが,05～ 2 0mg/1と した場合に

ぉぃて高くなる傾向が認められた(表 3)。 一方,シュート長は

01～ 0 5mg/1と した場合において大となり,lmg/1以 上とした

場合明らかな低下が認められた。培地に添加する糖の影響

には増殖率,シュート長ともに有意差は認められなかつた

が,matoseを用いた場合において増殖率が低下する傾向が

認められた(表 4)。 培地の基本塩基組成の影響は,MSを用

ぃた場合において増殖率が最大となり,MS(一NH`NO)及 び

B5を用いた場合において増殖率の明らかな低下が認められ

た(表 5)。 さらにB5を用いた場合においてはシユート長に関し

ても明らかな低下が認められた。

以上の結果から,増殖培地はMS基本塩基組成に0 5mg/1

のBA及び50mM彿■5g/1)の sucroseを 添加するのが最適と考

えられた。

(3)発 根培養

供試したsucrose濃度のいずれにおいても90%以 上の発

根率が認められ,なかでも10g/1以 下とした場合において発

根率が97%以上と高くなつた(表 6)。 特に3g/1と した場合にお

いてはすべてのシュートに発根が認められたため,3g/1の

sucrose添加が最適と考えられた。

4 まとめ

本試験の結果から得られた最適培養条件における培養効

率は,シュート再生率が100%,増 殖率が235～ 281倍 ,発

根率が100%であった。茎頂部から再生したシュートが移植
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可能となるまでに8週 間,増殖の1サ イクルに4週 間,発根し

順化可能となるまでに6週 間,順化に4週 間それぞれ必要と

すると,1年 間(52週 間)で 8サ イクルの増殖が可能であり,理

論上は930～ 3,887倍 の増殖が可能と推察された。

なお、本法を用いて増殖した苗をほ場にて開花させたとこ

ろ、培養変異と考えられる劣悪な変異は認められなかつた。
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培養条件 :20℃ 、60μ nd m~2s・ 、16時 間明期

MS(-NHrNO3) 933
400

33
167

128
103

(注)l PVP500ng/1、 sucrose 15g/1、 Celnte 38/1、 pH 56と した

2生育不良:シュートの伸長なし、生長点は緑色

枯死 :シュートの伸長なし、生長点褐変

3正常再生シュートのみ調査

NAA 0 02      95        0          0           5          68       14       73 7

agar   なし    85    0     0     15    37   10    0
12    BA 002     95      0       0 63         1 2         105

2生育不良:シュートの伸長なし、生長点は緑色

枯死 :シュートの伸長なし、生長点褐変

3正常再生シュートのみ調査

表3増殖培地
1に

添加するBA濃度が増殖及び

BA濃度 増殖率 シュート長

0 05            2 00         22 7 bc‐

01
02
05

275
293
284
287

229         276a

2 24         24 2 ab

2 57         26 5 ab

sucrose 2.35

maltose I.9l
glucose 2.43

fructose 2.5O

(注 )l MS、 PVP 500ngみ、sucЮ se 15g4、

Celrite 3ノ 1、 pH 56とした
2同一文字間に有意差なし(ScheFFe pく 005)

表5増殖培地
1の

基本塩基組成が増殖及び生育に

MS
MS← NH4N03)

B5
Hyponex 2g/1

Hvponex 3g/1

F test     pく O OI  Pく OOm
(注)l Fヽ/P500mg/1、 BA 0 5mg/ヽ sucrOse 15g/1、

Celnte 3g/1、 pH 56とした

2同一文字間に有意差なし(Schere,pく o o5)

(注 )l MS、 Ⅳ P 500ng/1、 BA 0 5mg/1、

糖類50mM、 Gd■ te 3g力 、pH 50とした

表6発 根培地
1に

添加するsucrOseの 濃度が発根に

1             260        220c

188b
183b
2 28 ab

2 59 ab

mannitol 2.20 25,9

F test             NS          NS

ヒ4) _
296a
310a
129b
310a
295a

0

1

3

10

97

97

100

98

51
58
57
56

14

22

25

25

17

BA  002

表4増殖培地
1に

添加する糖の種類が増殖

及び生育に及ぼす影響

(倍 )     (mm)

(注)1微粉ハイポネックスlg/1、 agar 8g/1、 pH 56とした
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